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小田 苑 (束京大 ･､理 ･生物科学)
マダガスカルに生息するワオキツネザルは､
猛禽類と肉食獣という2種郡の捕食者のそれ
ぞれに対応した警戒音をもっている｡ベロー
シファカも同様に2種類の警戒音をもってい
るが､マダガスカルにおいてシファカと同所
に共存するワオキツネザルは､白球のみなら
ずシファカの首戒音も聞き分けて適切な反応
をすることができる｡本研究では､生まれて
から一度もシファカを見たことのない静岡県
伊豆シャポテン公園のワオキツネザルが､シ
ファカの育成音を聞き分けて反応するかどう
かをプレイバック突放によって確かめた｡ま
ず､10個体に対して2回ずつ､白球の対猛禽
類の警戒音と対肉食獣の習戒音を聞かせたと
ころ､マダガスカルのワオキツネザルと同様
に警戒音の種類によって有意な反応の分化が
みられた｡例えば対猛禽類の習戒音を聞かせ
たときには､対肉食獣の警戒音を聞かせたと
きよりも多くの個体が空を見上げた｡しかし
ながら､同じ個体にシファカの2種類の警戒
音を聞かせると､反応の分化はみられなかっ＼
た｡このことから､シファカとtの接触の経験
のない伊豆シャポテン公園のワオキツネザル
は､シファカの警戒音の指示する対象を理解
できないことか明らかになった｡ワオキツネ
ザルの警戒昔の認知には学習が必要であるこ
とが､この結果から示唆される｡
